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新年のお慶び申し上げます。　高龍寺　院家

　時々、檀家さんから「高龍寺さんは真言宗ですけど、そもそも宗派って何ですか？」

と聞かれることがございます。

　まず仏教というのは、「お釈迦さまの境地（悟り）を目指してみんなで幸せになりましょ

う」というものです。宗派ごとに細かい考え方などが変わってきますが、ここだけは宗

派に関係なく仏教全てに共通する目的です。

　そして、日本では浄土真宗や曹洞宗、真言宗などをよく耳にするかと思われますが、

この宗派というのはザックリ言ってしまえば「お釈迦さまの言葉をどう解釈したか」の

違いであると言われております。

　まず浄土真宗の考え方は、悟りというのは人間がどう頑張っても到達できるものでは

ない。そのため、「南無阿弥陀仏」と唱え、阿弥陀如来様に全てお願いしましょう。とい

うものと聞いております。

　曹洞宗では、何度も生まれ変わりながら修行し続けていれば、いつか必ず悟りに至る

ことができるというものだそうです。

　そして真言宗は、悟りというものは特別なものではなく、あくまでも己の心の在り方

次第。自分の考え方ひとつでいくらでも幸せになれる、というものです。

　お釈迦さまの境地（悟り）を山の山頂とすると、宗派というのはそこに至るまでのルー

トの違いだと思っていただければわかりやすいかと思います。あくまでも悟りに対する

アプローチの仕方が違うというだけで、宗派によっての優劣などはございません。

　これからお寺参りをされる際、お寺の宗派の違いなどについても目を向けていただけ

れば幸いかと思います。

宗派について高龍寺副住職　鴨井悠真

家族が増えました
　私事となりますが、第一子となる女の子が
令和 5 年 8 月 5 日に誕生いたしました。名前
は「鴨井友里」と申します。
　これからも家族一同、頑張ってまいります
ので、どうぞよろしくお願いいたします。

か　も　い　ゆ　う　り　

　昨年は弘法大師生誕千二百五十年の節目の年で、真言宗各本山では慶祝法要が勤められ、
総本山仁和寺でも一週間にわたり都合十四回の法要が勤められました。そして六月十五日
の金堂での結願法要に出仕させていただいた後に、大勢の参拝者の中でお大師様に関す
る記念法話をさせて頂いたことは一生の思い出となりました。
　お大師様の人生の中で特出すべきことは、遣唐使船で唐に渡り恵果和
尚より真言密教の教えを余すことなく授け頂いたことであると思いま
す。大学退学の後に消息が分からない期間が十年ほど続きますが、人
生の目的を模索しつつ能力向上の期間であったと想像します。その後、
歴史に登場されるのは、留学生として遣唐使船で入唐されたときです。
これは母方の伯父・阿刀大足の口添えがあったと言われていますが、
遣唐大使の通訳も務めたとのことで、お大師様の能力の高さを知るこ
とができます。
　長安にて恵果和尚に会いしたこと、真言密教の教えを余すことなく授かり、
恵果和尚遷化の後に、お大師様は二年で帰国の途につきました。留学生は二十年
帰国してはならない掟のなか、二年での帰国は処罰の対象だったと言われておりま
すが、御請来目録に見るように、持ち帰ったものの重要性から帰国が認められた
のでしょう。
　そもそも二年の間に遣唐使船が入唐することは非常に稀で、絶好の機会で
あったと思われますし、次の遣唐使船の入唐記録を見ましたら、お大師様が
高野山に入定される四年後の承和六年でした。つまりお大師様はこの機会を
逃すと日本に帰れなかったことになります。
　お大師様の生涯を思いますと、日本一の才能と努力と強運の持ち主であった
とあらためて思うのでした。

合掌

（左）6月 15 日、仁和寺金堂で
　　　お大師様に関する記念講
　　　話を行う住職。
（右）瀬川大秀門跡を囲んでの記
　　　念撮影。
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